指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・フェアトレードとは何かを理解させる。
・フェアトレードの目的を生産者，消費者の両面から理解させる。
・フェアトレードの４つの理念を理解させる。
・クアパ・ココとは何か。またその取り組みを理解させる。
・筆者の最も伝えたいことは何かを読み取らせる。
	1時間目
	パラグラフ １～４（pp.114-115）

	指導のポイント
	・フェアトレードにおける生産者，貿易業者，消費者の関係を読み取らせる。
・情報を整理，列挙するために用いられるディスコースマーカーに気付かせる。
・フェアトレードの目的と，その１つ目と２つ目の理念を理解させる。

	主な言語材料
	・approach to + 名詞
・require + O + to do
・for ～ to do（不定詞の意味上の主語）
・invest in ～
・ask for ～
・obstacle to + 名詞

	2時間目
	パラグラフ ５～７（pp.115-116）

	指導のポイント
	・フェアトレードの３つ目と４つ目の理念を理解させる。
・クアパ・ココとはどのような組合かを理解させる。

	主な言語材料
	・be estimated to do
・two out of three 
・account for ～
・take a look
・all the way to ～

	3時間目
	パラグラフ ８～９, True or False?（pp.116-117）

	指導のポイント
	・クアパ・ココの農場者がフェアトレードによって具体的にどのように変わったかを読み取らせる。
・パラグラフの構成に注意させて，筆者が最も伝えたいことを理解させる。

	主な言語材料
	・on top of ～
・take ～ for granted
・so (that) + S + can ～
・make a difference
・It is estimated that S + V ～
・connect A with B

	4時間目
	Comprehension （pp.118-119）

	指導のポイント
	・正誤問題は判断の基準となる箇所を明らかにしてから解答させる。
・文の構成を意識して主題を選ぶよう指導する。
・語句の意味と同時に品詞を意識するよう指導する。

	主な言語材料
	・require that + S + (should) do
・in charge of  ～
・at present
・thanks to ～

	5時間目
	Exercise, Activity （pp.120-121）

	指導のポイント
	・語形変化に慣れさせる。
・多くの用例を知ることで単語のニュアンスを把握させる。
・リスニングはフレーズごとに理解するよう意識させる。

	主な言語材料
	・provide + O + with ～
・on the other hand
・the lowest price possible（最上級の強調）
・even if ～
・therefore


